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第４問（20点） 

受注生産経営を行う和歌山製作所には、切削部門と組立部門の２つの製造部門のほかに、補助部門として材料

倉庫部門、修繕部門および事務部門がある。和歌山製作所では、直接作業時間を配賦基準として、部門別予定配

賦率を用いて、製造間接費の配賦を行っている。下記の［資料］にもとづいて、各問いに答えなさい。 

［資料］部門費年間予算および補助部門費の配賦基準は次のとおりである。 

切削部門 組立部門 材料倉庫部門 修繕部門 事務部門 

部門費年間予算 46,914,000円 35,184,000円 14,688,000円 12,168,000円 12,240,000円

配 賦 基 準      

材 料 出 庫 量 5,000kg 3,000kg ── 1,000kg ── 

修 繕 時 間 1,800時間  600時間  200時間 ── ── 

従 業 員 数  120人   80人   24人   16人   40人 

※ 組立部門の予定直接作業時間は 194,520時間（年間）である。 
 
問１ 補助部門費を直接配賦法によって製造部門に配賦し、答案用紙の製造間接費予算部門別配賦表を作成しな

さい。なお、［資料］から適切なデータのみ選んで使用すること。 

問２ 問１の計算結果をもとに、組立部門の予定配賦率を計算し、さらに、組立部門の当月の実際直接作業時間

が 16,040時間であったとして、答案用紙の製造間接費勘定（組立部門）の（  ）内に適切な数字を記入し

なさい。なお、予定配賦率の計算にあたって端数が生じた場合には、小数点以下第２位を四捨五入すること。 

問３ 仮に補助部門費の配賦を相互配賦法（第１次配賦は純粋な相互配賦法によって行うが、第２次配賦は直接

配賦法によって行う）によった場合の切削部門費（すべての配賦を終えた最終額）は、直接配賦法によった

場合と比べて、いくら大きくなるか。答案用紙に金額を記入しなさい。 

 

第５問（20点） 

当社は、ＸとＹの２種類の製品を製造しており、原価計算の方法は、組別総合原価計算を採用している。 
原料費については組製品Ｘ、Ｙに直課しており、加工費についてはすべて組間接費であるため、直接作業時間

を基準に各組製品に実際配賦している。なお、原価配分法は先入先出法による。また、原料は組製品Ｘ、Ｙとも
に工程の始点で投入されている。 
 

問１ 以下の資料にもとづいて、組間接費の各組製品への配賦額を計算しなさい。 
問２ 各組製品の月末仕掛品原価およびその内訳を計算しなさい。 
問３ 各組製品の完成品総合原価および完成品単位原価を計算しなさい。 
 
[資料] 
１．当月の生産に関する資料 

  組製品Ｘ   組製品Ｙ    

月初仕掛品   800 個 (40％)  1,200 個 (50％)   

当 月 投 入  2,000    2,600    

合 計  2,800 個   3,800 個   

月末仕掛品  1,120  (50％)  1,400  (60％)  

仕 損    80    ―    

完 成 品  1,600 個   2,400 個   

  (注) (  )内の数値は加工進捗度を示している。 
２．原価に関する資料 
⑴月初仕掛品原価  ⑵当月製造費用   
 組製品Ｘ 組製品Ｙ  組製品Ｘ 組製品Ｙ   
原 料 費 416,000円 577,200円 原 料 費 1,028,000円 1,268,800円   
加 工 費 89,600円 321,000円 加 工 費  1,915,200円(組製品Ｘ、Ｙに共通し

 て発生している)     
３．当月実際直接作業時間に関する資料 
 組製品Ｘ 組製品Ｙ 
直接作業時間  768時間 2,112時間 

４．組製品Ｘの製造には、使用している原料の影響により工程の終点で仕損が発生している。この仕損は通常発
生する程度のもの（正常仕損）であり、仕損費はすべて完成品に負担させる。なお、仕損品の処分価値はゼロ
である。 
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(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは定められたところにていねいに書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 
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第１問（20点） 

 
仕 訳 

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 
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第２問（20点） 

⑴ 

決算整理前残高試算表(一部) 

売 掛 金 (  ) 買 掛 金 (  )

委 託 販 売 (  ) 一 般 売 上 (  )

繰 越 商 品 (  ) 未 着 品 売 上 (  )

未 着 品 (  ) 積 送 品 売 上 (  )

積 送 品 (  )   

仕 入 (  )   

⑵ 

 損 益 計 算 書  

Ⅰ 売  上  高  (  ) 

Ⅱ 売 上 原 価  (  ) 

売 上 総 利 益  (  ) 
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 生年月日      .  .   
 

 

 

 ×        (ココヲトジル) ×  

      

    

第３問（20点） 

損     益 

12/31 (  ） (  ) 12/31  売 上  (  )

〃  給 料  (  ) 〃  受 取 家 賃  (  )

〃  旅 費 交 通 費  (  ) 〃  有価証券売却益  (  )

〃  保 険 料  (  ) 〃 (  ） (  )

〃  貸倒引当金繰入  (  )       

〃 (  ） (  )      

〃  減 価 償 却 費  (  )      

〃  通 信 費  (  )      

〃  法 人 税 等  (  )      

〃 (  ） (  )      

    (  )     (  )

              

繰越利益剰余金 

12/31 (  ) (  ) １/１  前 期 繰 越  (  )

〃  仮 払 金  (  ) 12/31 (  ) (  )

〃  任 意 積 立 金  (  )      

〃 (  ) (  )     

    (  )    (  )

             

 

繰 越 試 算 表 

 借方科目   金  額 貸方科目 金  額 

 現 金 預 金  ( )  支 払 手 形  (  )

 受 取 手 形  ( )  買 掛 金  (  )

 売 掛 金  ( )  未払法人税等  (  )

 売買目的有価証券  ( )  前 受 家 賃  (  )

 繰 越 商 品  ( )  貸 倒 引 当 金  (  )

 消 耗 品  ( )  建物減価償却累計額  (  )

 前 払 保 険 料  ( )  備品減価償却累計額  (  )

 建 物  ( )  資 本 金  (  )

 備 品  ( )  利 益 準 備 金  (  )

     任 意 積 立 金  (  )

    繰越利益剰余金  (  )

   (  )    (  )
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第137回対策 答案用紙 
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   受験番号  

  
氏名 

 

 

   生年月日      .  .  

  ×        (ココヲトジル) ×

      
    

第２問（20点） 

⑴ 

決算整理前残高試算表(一部) 

売 掛 金 (  ) 買 掛 金 (  )

委 託 販 売 (  ) 一 般 売 上 (  )

繰 越 商 品 (  ) 未 着 品 売 上 (  )

未 着 品 (  ) 積 送 品 売 上 (  )

積 送 品 (  )   

仕 入 (  )   

⑵ 

 損 益 計 算 書  

Ⅰ 売  上  高  (  ) 

Ⅱ 売 上 原 価  (  ) 

売 上 総 利 益  (  ) 

 

 

    
    

平成26年度 ラストスパート模試・ウラ予想

第137回対策 答案用紙 

２ 級 ③ 

商 業 簿 記 

 採 点 欄 

 受験番号   第 

３

問 

 

 
氏名 

  

 生年月日      .  .   
 

 

 

 ×        (ココヲトジル) ×  

      

    

第３問（20点） 

損     益 

12/31 (  ） (  ) 12/31  売 上  (  )

〃  給 料  (  ) 〃  受 取 家 賃  (  )

〃  旅 費 交 通 費  (  ) 〃  有価証券売却益  (  )

〃  保 険 料  (  ) 〃 (  ） (  )

〃  貸倒引当金繰入  (  )       

〃 (  ） (  )      

〃  減 価 償 却 費  (  )      

〃  通 信 費  (  )      

〃  法 人 税 等  (  )      

〃 (  ） (  )      

    (  )     (  )

              

繰越利益剰余金 

12/31 (  ) (  ) １/１  前 期 繰 越  (  )

〃  仮 払 金  (  ) 12/31 (  ) (  )

〃  任 意 積 立 金  (  )      

〃 (  ) (  )     

    (  )    (  )

             

 

繰 越 試 算 表 

 借方科目   金  額 貸方科目 金  額 

 現 金 預 金  ( )  支 払 手 形  (  )

 受 取 手 形  ( )  買 掛 金  (  )

 売 掛 金  ( )  未払法人税等  (  )

 売買目的有価証券  ( )  前 受 家 賃  (  )

 繰 越 商 品  ( )  貸 倒 引 当 金  (  )

 消 耗 品  ( )  建物減価償却累計額  (  )

 前 払 保 険 料  ( )  備品減価償却累計額  (  )

 建 物  ( )  資 本 金  (  )

 備 品  ( )  利 益 準 備 金  (  )

     任 意 積 立 金  (  )

    繰越利益剰余金  (  )

   (  )    (  )
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第137回対策 答案用紙 

２ 級 ④ 

工 業 簿 記 

  

第 

４

問 

   受験番号  

  
氏名 

 

第 

５

問 

   生年月日      .  .  

  ×        (ココヲトジル) ×

      
    

第４問（20点） 

問１ 

製造間接費予算部門別配賦表 (単位：円)

摘 要 合 計 
製造部門 補助部門 

切削部門 組立部門 材料倉庫部門 修繕部門 事務部門 

部 門 費 計 121,194,000 46,914,000 35,184,000 14,688,000 12,168,000 12,240,000

材料倉庫部門費       

修 繕 部 門 費       

事 務 部 門 費       

製造部門費計       

 

問２ 

組立部門 予定配賦率   円／時間 

 

製造間接費(組立部門) （単位：円）

実 際 発 生 額  3,934,000   予 定 配 賦 額 (  )

製造部門費配賦差異 (  )      

 (  )   (  )

問３ 

補助部門費の配賦を相互配賦法で行った場合、すべての配賦を終えたあとの切削部門費は、直接配賦法で行

った場合より（     ）円大きくなる。 

 

 

第５問（20点） 

問１ 

 組製品Ｘ 組製品Ｙ 

組間接費配賦額   ☆ 255,360 円 702,240 円

問２ 

 組製品Ｘ 組製品Ｙ 

原 料 費   ☆ 287,840 円 341,600 円

加 工 費 74,480 円 223,440 円

月末仕掛品原価 362,320 円   ☆ 565,040 円

問３ 

 組製品Ｘ 組製品Ｙ 

完成品総合原価   ☆ 659,840 円 1,220,700 円

完成品単位原価 824.8 円   ☆ 1,017.25 円

 



                    合格アシストノート           ウラ予想 第３問 

解き方 

Step1： 決算整理事項の仕訳を行い、その金額を決算整理前残高試算表の金額に加減します。 

決算整理前残高試算表にない項目は、直接答案用紙に記入します。 

Step2： Step1 で変動がなかった項目について、損益勘定や繰越試算表に移記します。 

 

２．剰余金の処分および仮払金の処理 

(  ) (

(

(

 )

)

)

  

３．貸倒引当金の設定 

貸倒引当金：￥(        )＋￥(        )×３％＝￥(        ) 

         受取手形       売掛金 

貸倒引当金繰入額：￥(        )－￥(        )＝￥(        ) 

４．売上原価の計算および商品の評価 

原価  

＠￥(    ) 

       期末棚卸高￥(      )  

評価損 

→売上原価に算入 

￥(     ) 

棚 
減 

→売上原価 

に算入 

￥(     )

 

      

正味売却価額 

＠￥(    ) 

B/S 商品 

￥(     ) 

      

 

 

    棚数量：(    )個 (    )個         

         (実地)    (帳簿)         

６．備品の減価償却計算 

過年度の 

減価償却計算 

平成23年12月31日： ￥(       )×(   )％ 
  

＝ ￥(      )
  

平成24年12月31日： {(￥(      )－￥(      )}×(   )％ ＝ ￥(      )

  決算整理前残高試算表の備品減価償却累計額⇒ 計 ＝ ￥(      )

当期の減価償却費 平成25年12月31日： {(￥(      )－￥(      )}×(   )％ ＝ ￥(      )

９．受取家賃の繰延べ 

 

 

 

 

前期前受家賃 

（  カ月分） 

当期受取家賃 

（  カ月分） 

 当期前受家賃 

（  カ月分） 

当期前受家賃：￥(     )×
(    )カ月

(    )カ月
＝￥(     ) 

 

受取 

 

１/1 ７/1 

当 期
 

12/31 ６/30 

                    合格アシストノート           第３予想 第５問 

解き方 

Step1： 本問では月初・月末に仕掛品はないので、当月投入量は3,800個分となります。 

Step2： 当月投入量に基づき、当月標準直接作業時間を求めます。 

Step3： Step2で求めた当月標準直接作業時間に基づき差異分析図を作成し、差異分析をします。 

 

 

●製造間接費 

 

 

   

   

＠(    )円   

  

  

 

＠(    )円 
  

   

 

 

 

 ＊ 当月標準直接作業時間 ： 3,800個×(  )ｈ/個 ＝ (     )ｈ  

 

 

固定費予算 

(       )円

能率差異 

(  )(      )円

操業度差異 

(  )(      )円

標準 

(      )ｈ＊ 

実際 

(      )ｈ

基準 

(      )ｈ 

予算差異 

(  )(      )円

実際発生額(      )円 

＠(    )円 



                    合格アシストノート           ウラ予想 第４問 

解き方 

Step1： 問１は答案用紙の製造間接費予算部門別配賦表がヒントも兼ねているため、そのまま記入していきます。 

Step2： Step1 で求めた数値を元に問２の計算と勘定記入を行います。 

Step3： 問３では補助部門費の配賦方法が問１と異なるため、製造間接費予算部門別配賦表を新たに作成して解答を求めます。 

 

問２ 組立部門の予定配賦額の計算 

組立部門の予定配賦率：(       )円÷(      )時間＝(     )円/時間 

組立部門の予定配賦額：(     )円/時間×(      )時間＝(       )円 

製造間接費（組立部門）の差異の計算と勘定記入 

(       )円(予定配賦額)－(        )円(実際発生額)＝(      )円（    差異） 

 

問３ 相互配賦法によった場合の製造間接費予算部門別配賦表の作成 

１．補助部門費の配賦方法 

第１次配賦：(        )法 

第２次配賦：(        )法 

２．製造間接費予算部門別配賦表の作成 

製造間接費予算部門別配賦表 (単位：円)

摘要 合計 
製造部門 補助部門 

切 削 部 門 組 立 部 門 材料倉庫部門 修 繕 部 門 事 務 部 門

部 門 費 計 121,194,000 46,914,000 35,184,000 14,688,000 12,168,000 12,240,000

第 １ 次 配 賦       

材 料 倉 庫 部 門 費    －  － 

修 繕 部 門 費     － － 

事 務 部 門 費      － 

第 ２ 次 配 賦      － 

材 料 倉 庫 部 門 費       

修 繕 部 門 費       

製 造 部 門 費 計       

 

３．切削部門費の差額の計算 

相互配賦法で行った場合－直接配賦法で行った場合：(       )円－(       )円＝(       )円 



                      計 算 用 紙      半分に切ってお使いください 

 

 

 

 

 

                      計 算 用 紙      半分に切ってお使いください 

 

 

 

 

 



                      計 算 用 紙      半分に切ってお使いください 
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